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大手メーカー入社5年目の会社員に、大学の後輩からOB訪問の依頼があった。
お気に入りのカフェで約束し、カフェラテを購入し、席についたところだ。

学生：「さっそくですが先輩は、いまメーカーでどういったお仕事をされてい
るのですか？」

会社員：「これまでは、情報システム部だったけど、4 月から新しくできた
DX推進部に異動になったんだ」

学生：「DXって、デジタルトランスフォーメーションのことですよね？ なん
か、かっこいいですね！」

会社員：「いま、日本中で注目を浴びているからね。これからは大企業であっ
ても、デジタル化の波に乗り遅れると、会社自体がなくなってしま
うとも言われているから、責任重大な仕事だよ」

学生：「すごいですね。じゃあ、GAFAMみたいになるんですか？ 製造業で
デジタル化というのは、よくわからないのですが」

会社員：「デジタル化とデジタルトランスフォーメーションは、似ているよう
でイコールではないよ。DXは、あくまでもデジタルの力を借りてビ
ジネスモデルを根本的に変えることだからね。デジタル化は、その
ための手段の 1要素でしかないんだ。
そこら辺は、よく勉強したほうが良いね。いまどきの採用試験では、
そこを突いてくる会社も少なくないと思うよ。とはいっても、その
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違いを明確に理解している人は少ないかもしれないけど。
で、たしかに製造業でのDXというのは、なかなか簡単ではない
ね。物体をデジタル化することはできないから製品そのものをデジ
タルにするのが困難で、そうなると、ビジネスモデルを変えるといっ
ても、できることは限られてくるからね」

学生：「ビジネスモデルを変えるということは、新規事業開発か何かなんで
しょうか？」

会社員：「必ずしもそうとは限らないけど、商売のやり方を変えるということ
は、新規事業開発と変わらないだろうね」

学生：「新規事業開発に関われるなら、関わりたいです。例えば新入社員とか
でもそういったところに配属されることはあるのでしょうか？」

会社員：「これまでのウチだったら難しかったけど、最近は Z世代のニーズを
汲み取るニーズや、新しいテクノロジーについていける人材という
意味で、配属されやすくなっているみたいだね」

学生：「ますます興味が湧いてきました。ところで、DXのお仕事の中で具体
的に大変なこと、ご苦労されていることって、どういったものがある
のでしょうか？」

会社員：「それはもう、多岐に渡り過ぎて、説明するには時間がいくらあって
も足りないな。例えば、DXの必要性を訴えている経営陣がそもそ
もビジネスモデルを変えるものだということを理解していないとか、
情報システムがレガシー過ぎて新しいビジネスモデルに変えていく
には、時間も予算も足りなすぎるとか。
あ、レガシーというのは、古いという意味ね」
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学生：「なるほど。まだまだ知らないことが多すぎますね。何か参考となる本
があったら、教えていただけますか？」

会社員：「DX関係の本はたくさんあるけど、この本は、なかなか本質を突い
ていて、勉強になるよ。僕は、これを何度も読み返して頭に叩き込
んでいる」

******************************************************************************************************************

さて、このたびは、本書を手に取っていただいて、ありがとうございます。

2018 年秋に経済産業省がDXレポートを公表して以来、DXというワードが企
業間で話題になり、各社とも全社的なDXプロジェクトを立ち上げたり、DX推
進部門を創設したりすることがあたり前になりつつあります。また、DXをテー
マとした関連書籍がすでに 50 冊以上も出版されるまでに Buzz ワード化してい
ます。

一方で、実際にさまざまな企業の役員やDXを推進している管理職の方々と話
しをしていると、ほとんどが目先のデジタル化や業務効率改善といった従来の延
長でしか考えられていないようです。

これには、「経営戦略や人材・組織」と、「現状の IT基盤」という、大きく 2
つの面で致命的な課題を抱えています。本書では、このような多くの企業に共通
しているビジネス上の課題を具体的に挙げ、DXの本質から外れないように実践
的な事例を踏まえて、戦略・組織と IT基盤の両面に分けて、それぞれ解決策を
探っています。
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本書の構成の意図を説明します。大きく 3つのパート（部）に分かれています。

第 1部での経営戦略面では、次のように 5章構成としています。
第 1章ではテクノロジーが産業に及ぼす潮流、具体的には今後 10 年程度の期
間で、テクノロジーの進化の中で代表的な産業が地盤沈下していく様子を描いて
います。フィクションのように思われるかもしれませんが、そもそもの本質と、
ユニコーン企業やシリコンバレーのエンジェル投資家の下に集まるさまざまなス
タートアップ企業の情報を基にして、論理的に積み上げた推測であるため、ほぼ
確実に到来する未来を描いていると自負しています。

第 2章では、もうひとつの流れである、グローバル経済の潮流から、これまで
モノが売れなくなってきた原因と、これからどうなっていくのかについて書いて
います。さらに、そこから踏み込んで、これからの大量生産モデルが成り立つ条
件と、差別化・ニッチ戦略が成り立つ条件を書いています。

第 3章では、人材面での課題に向き合い、いくつかの業界を例に取って、テク
ノロジーによる解決方法を紹介しています。また、企業から見た人材面での視点
に加えて、従業員や働く側から見た視点を加えています。具体的には、低賃金化
をもたらしている根本原因は、グローバルな大きな潮流の中で起こっていること
を明示しています。これを明示した意図は、この潮流に流されて貧困化していく
のではなく、大きな潮流の中に発生する小さな波を乗りこなして、うまく目的地
に到達することを考えるきっかけになれば良いとの思いにあります

第 4章では、DXが指す「トランスフォーメーション」の意味を理解してもら
う意図があります。そのために、これまでの企業変革の歴史と、いま求められ
ている変革と、2つのパートに分けて説明しています。これを読んでいただけれ
ば、これまでの企業変革の歴史はコンピュータの導入による業務効率化でしかな
かったことを理解いただけます。そして、続けて 2つめのパートを読むことで、
いま求められている変革が、それとはまったく異質なものであることが明確に理
解できるようになるはずです。
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第 5章では、これから求められる変革が何なのかを 4章でイメージしていただ
いた上で、企業がデジタルの力を利用してビジネスモデルを変えるということ
が、どういうことなのかについて、すでに先行している企業の事例を参考にしな
がら考えていきます。ここでもっとも強調したいのは、デジタルという言葉に惑
わされがちなデジタルトランスフォーメーションの本質は、実は財務構造にある

ということであり、この理解なしに、どんなに新しいビジネスモデルに挑戦した
としても失敗に終わるということです。また、製造業や小売業がDXを行うとい
うことが、どういうことなのかについても、事例をもとに、踏み込んだ上で、理
想的な財務構造を手に入れるためのヒントもいくつか紹介しました。

第 2部では、4章構成とし、ほとんどの企業が抱える情報システムの課題に言
及します。
第 6章では、企業がこれまで導入してきた情報システムがどのようなものかを
中心に説明することで、続く第 7章で説明するレガシーシステムが弊害となって
いる根本的な理由について理解していただくことを意図しています。

第 7章では、ビジネス課題から見て、いまのシステムに求められる条件を理解
していただき、次にレガシーシステムを使い続ける限り、その条件を満たすこと
が永遠にないということを理解していただくことを意図しています。この章を読
み終えると、どんなに困難であっても、乗り越えない限り、会社の未来はないと
いうことが理解できるはずです。

第 8章では、第 7章で紹介した、いまのシステムに求められる条件を満たすシ
ステムとはどのようなものかについて、具体的な要件を整理することを意図しま
した。これは、そのまま、企業が今後、情報システムの更改や情報システム部の
組織変革を行う際の羅針盤になると自負しています。

第 9章では、第 7章と第 8章で得たい未来を理解した上で、それを困難にして
いる要因を紐解いています。この意図は、過去の過ちを責めるというものではあ
りません。この過ちは、誰も意図していなかったし、そこまで先を見通せなかっ
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たために防げなかったものばかりなのです。したがって過ちを責めるのではな
く、そうした過去の過ちを繰り返さないように反面教師として、二度と繰り返さ
ないことを意図して、過去の過ちが起こった理由を解説しました。

第 3部では、第 1部と第 2部を踏まえて、今後どうしたらよいのかを提言しま
す。
第 10 章では、第 1部を踏まえて経営面での方向性を変えるためのアプローチ
を提案します。新たなニーズに対応したビジネスモデルが既存事業とカニバライ
ゼーションを起こす場合の対処の仕方や、新しいビジネスモデルを検討する際の
視点、さらには、具体的に進めるためのツールとして、デザイン思考やクラウド
ファンディングの活用を紹介しています。

第 11 章では、第 2部を踏まえて、情報システムをどうしていくかについて、
アドバイスしています。まずは、経営層が幻想を抱きやすい、企業が持つデータ
の価値を見直すことから始めます。そしてレガシーシステムを抱えている既存
企業が、理想的な情報システムに入れ替えるにあたり、自作と既存パッケージや
SaaS の採用をどう考えるか？ カスタマイズ要求には応えるべきなのか、応え

ないとしたらビジネスニーズへの対応をどう考えていくべきなのか？ などにつ
いて指針を示しています。

さあ、いよいよ本編です。
本書が、あなたの会社と業務が抱えているDXの悩み、DXのジレンマを解決
することに、少しでもお役に立てれば幸いです。

兼安　暁







DXのジレンマ
─事例から考える　デジタル化実務の課題と実践的解決法─
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